


要約:巣状糸球体硬化症(Focal segmental glomerulosclerosis:FSGS)は、その多くがステ

ロイド剤に抵抗性であり、しかも次第に腎不全に進展し予後不良である。しかし、その成

因や増悪因子について不明な点が多い。 

今回、われわれはFSGS の予後を臨床的、組織学的に検討した。第一にその増悪因子と予後

不良因子について臨床的に検討した。次に、追跡腎生検組織の結果をもとに経時的な糸球

体硬化の進行を統計学的に推測した。 
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